
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷した用紙を搬送する搬送路と、搬送された用紙を順次積載する排紙機構と、前記搬
送路が分岐 複数の排紙機構とを備え、前記排紙機構別に排紙機
構への排紙完了を検出するための排紙完了検出手段を有した搬送制御部と、前記複数個の
排紙機構から任意の排紙機構の選択情報を含む搬送指示、印刷装置に形成画像の印刷のた
めの動作制御を行う印刷制御部と、該印刷制御部から前記搬送制御部へ各動作の指示デー
タを送出する手段と、前記搬送制御部の状態を前記印刷制御部へ報告するデータを送出す
る手段と、前期は意識項の排紙完了検出手段による排紙の情報を印刷制御部に報告する手
段とを備えた印刷装置 、
　前記排紙機構別に排紙すべき枚数を表示する目的排紙枚数と、前期排紙機構からの排紙
完了検出手段による排紙をカウントする排紙進行枚数を示す排紙済み枚数とで印刷頁の進
行管理をする

ことを特徴とする印刷装置の排紙制御システム
。
【請求項２】
　印刷した用紙を搬送する搬送路と、搬送された用紙を順次積載する排紙機構と、前記搬
送路が分岐され、搬送経路長の異なる複数の排紙機構とを備え、前記排紙機構別に排紙機

10

20

JP 3832262 B2 2006.10.11

され、搬送経路長の異なる

において

と共に、排紙先が搬送路長の長い排紙機構から搬送路長の短い排紙機構へと
切り替える印刷であって、搬送路長の短い排紙機構への用紙が、先行する搬送路長の長い
排紙機構への用紙よりも先に排紙が１枚以上完了する場合、搬送制御部における印刷状態
を休止時間を設けることなく連続的に行う



構への排紙完了を検出するための排紙完了検出手段を有した搬送制御部と、前記複数個の
排紙機構から任意の排紙機構の選択情報を含む搬送指示、印刷装置に形成画像の印刷のた
めの動作制御を行う印刷制御部と、該印刷制御部から前記搬送制御部へ各動作の指示デー
タを送出する手段と、前記搬送制御部の状態を前記印刷制御部へ報告するデータを送出す
る手段と、前期は意識項の排紙完了検出手段による排紙の情報を印刷制御部に報告する手
段とを備えた印刷装置において、
　前記排紙機構別に排紙すべき枚数を表示する目的排紙枚数と、前期排紙機構からの排紙
完了検出手段による排紙をカウントする排紙進行枚数を示す排紙済み枚数とで印刷頁の進
行管理をすると共に、排紙先が搬送路長の長い排紙機構から搬送路長の短い排紙機構へと
切り替える印刷で、搬送路長の短い排紙機構への用紙が先行する搬送路長の長い排紙機構
への用紙よりも先に排紙が１枚以上完了した契機に紙詰まりで印刷を停止し、再印刷する
際、紙詰まり頁より再開する場合に、該当する排紙機構の目的排紙枚数と排紙済み枚数と
から、重複枚数と重複排紙機構先を判断し、該当する排紙機構の前記目的排紙枚数と前記
排紙済み枚数とから、未排紙用紙から印刷を継続して行うようにしたことを特徴とする印
刷装置の排紙制御システム。
【請求項３】
　前記重複枚数と重複する排紙機構とを印刷装置の表示機構あるいは上位装置に報告する
手段を有する請求項２記載の印刷装置の排紙制御システム。
【請求項４】
　前記排紙機構の排紙完了手段による排紙の情報を印刷制御部に報告する手段を信号線と
し、該信号線を全ての排紙機構に備えるのではなく、適宜の数の信号線と搬送制御部の状
態を印刷制御部へ報告するデータを送出する手段とを併用、あるいは、搬送制御部の状態
を印刷制御部へ報告するデータを送出する手段のみとする請求項１又は２記載の印刷装置
の排紙制御システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、印刷した用紙を複数の排紙機構に排紙する印刷装置において、排紙機構に紙詰
まりが発生し、再印刷を必要とする場合の印刷装置の排紙制御システムに関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】
従来の排紙装置について図４、図５、図６を用い説明する。
【０００３】
図４は、複数の排紙機構を持つ印刷装置の排紙制御を説明するフロー図、図５，図６は、
排紙機構において紙詰まりが発生し、停止してから再印刷準備が完了するまでを示すフロ
ー図である。
【０００４】
図４において、印刷制御部１は、画像を形成し印刷動作全体の制御を行うものである。
【０００５】
搬送制御部２は、用紙の搬送の制御を行うものであり、これら２つの制御部は、印刷制御
部１が搬送制御部２に対して各種の指示を行うためのシリアルライン３と、印刷制御部１
からの各種の指示に対して動作を実行、その状態報告を返信するためのシリアルライン４
と、レーザ１６の露光を開始するタイミングを作成するための信号ラインとして、画像開
始要求のための信号５、画像開始に伴いレジスト搬送の開始を促すための信号６、および
、それぞれのスタッカへの排紙完了を示す排紙信号１，２，３，４で接続される。
【０００６】
搬送制御部２は、給紙機構として例えば図のように３つのホッパ１（符号７），ホッパ２
（符号９），ホッパ３（符号１１）を持ち、それぞれのピック１（符号８），ピック２（
符号１０），ピック３（符号１２）を駆動することで給紙を行う。
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【０００７】
印刷制御部１からの搬送指示により選択された１つのホッパのピック駆動を開始して給紙
された用紙は、フィード１３により搬送され、レジスト１４に到達して停止する。
【０００８】
また、露光開始要求位置１５を通過すると、搬送制御部２は、印刷制御部１に対して露光
開始要求信号５を送出する。要求を受けた印刷制御部１は、レーザ１６を駆動して露光を
開始し、さらに本契機に合せてレジスト搬送開始信号６を、搬送制御部２に送出する。
【０００９】
本信号を受信すると搬送制御部２は、所定のタイミングでレジスト１４の搬送駆動を開始
し、用紙を転写点１７に送出することで、印刷動作となる。
【００１０】
印刷を終了した用紙は、定着機１８で溶着し搬送され、排紙機構として例えば図４のよう
に４つのスタッカ１，スタッカ２，スタッカ３，スタッカ４を持ち、それぞれ印刷制御部
１からの搬送指示により選択された１つのスタッカに搬送経路を切換えて排紙され、排紙
が正常に行われると排紙完了手段２３，２４，２５，２６により搬送制御部が認識し、そ
れをさらに印刷制御部に送出する。
【００１１】
図５，６においては、印刷制御部は上位装置より印刷要求（ジョブ）を受ける（Ｓ１）と
、ジョブの目的排紙枚数（Ｓ０）の設定と排紙済み枚数（Ｓ）のクリア（Ｓ２）を実施し
、印刷画像形成を行い、印刷のために搬送指示送出待ち（Ｓ３）となる。エラー発生の印
刷停止状態（Ｓ４）でなければ、用紙サイズなどの条件に合った給紙機構および排紙機構
の選択、および、搬送指示（Ｓ５）となる。
【００１２】
図６に示すように搬送制御部２は、搬送指示を受ける（Ｓ１３）と搬送指示にて選択され
た給紙機構より給紙動作（Ｓ１４）で給紙動作を開始し、露光開始可能な位置（Ｓ１５）
まで用紙を搬送すると、露光開始要求（Ｓ１６）を行い、さらに搬送を進めレジストで停
止する。
【００１３】
次に印刷制御部は、図５における露光開始要求（Ｓ６）を受けると露光を開始し、レジス
ト搬送指示（Ｓ７）をする。搬送制御部は、レジスト搬送開始指示を受ける（Ｓ１７）と
、レジスト搬送開始（Ｓ１８）となる。
【００１４】
印刷を完了した用紙は、搬送指示にて選択された排紙機構へ搬送し、例えば、目的の排出
機構がスタッカ２の場合、スタッカの排紙完了を認識する（Ｓ２４）とスタッカ３の排紙
信号３を送出（Ｓ２５）する。
【００１５】
印刷制御部は、排紙信号３にてスタッカの排紙信号を受信すると、Ｓ８印刷済み枚数のカ
ウンタ（Ｓ）をＳ＋１（符号：Ｓ９）する。
【００１６】
よって、印刷制御装置は、紙詰まりなどで印刷が停止（Ｓ４）した場合において、目的排
紙枚数（Ｓ０）と排紙済み枚数（Ｓ）の差から未印刷の有無を判断（Ｓ１０）し、その差
分の枚数によって、何枚目より印刷を再起動時すべきか判断（Ｓ１１）することができ、
再印刷準備が完了（Ｓ１２）となる。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】
上記排紙制御システムにおいて、上記搬送済み用紙枚数カウンタ（Ｓ）を－１する契機が
、排紙装置が異なると複雑かつタイミング重なりなどがあり、複数の排紙機構への印刷実
行に紙詰まりが発生して印刷を停止した場合、再印刷の戻り頁の判断が困難であり、印刷
頁が重複する可能性があった。
【００１８】
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上記を回避するためには、例えば、排紙装置に切換前の用紙の排紙が完了してから、次の
切換後の用紙が入るように、印刷を中断して切換前後の用紙間隔を空ける等の工程が必要
であったが、印刷のスループットが落ちるなどの問題があった。
【００１９】
本発明の目的は、搬送路長の異なる複数の排紙機構を持った印刷装置において、排紙先の
切替えを連続的に行うこと、また、印刷装置における印刷装置内の用紙管理と実際の用紙
排紙契機と同期して行わせる印刷装置の排紙制御システムの提供にある。
【００２０】
また、本発明の他の目的は、排紙装置における紙詰まり等の印刷停止が発生した場合の排
紙完および未完の用紙の管理を容易にする印刷装置の排紙制御システムの提供にある。
【００２１】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成する本発明の要旨は次ぎのとおりである。
【００２２】
複数の排紙機構別に排紙すべき枚数を示す目的排紙枚数カウンタと排紙完了を示す排紙済
み枚数カウンタとを備え、排紙機構毎に印刷進行状態が管理できるようにする。
【００２３】
また、排紙完了を印刷制御部に報告する手段を、排紙機構分備えるのではなく、適宜の数
として、搬送制御部の状態を印刷制御部へ報告するデータを送出する手段を併用して、そ
の排紙完了を報告する。
【００２４】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明による複数の排紙機構を持つ印刷装置の構成を説明する図である。また、
図２，３は、本発明による排紙機構において紙詰まりが発生し、停止してから、再印刷準
備が完了するまでを示したフロー図である。
【００２５】
図１において、印刷制御部１と搬送制御部２の給紙動作、印刷動作、並びに、排紙動作に
関しては、前記図４で説明した従来例と同様である。
【００２６】
本発明による複数の排紙機構を持つ印刷装置は、印刷制御部１においてスタッカ１，２，
３，４別に、目的排紙枚数カウンタＳ０１，Ｓ０２，Ｓ０３，Ｓ０４と、排紙済み枚数カ
ウンタＳ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４を備える。
【００２７】
また、排紙機構での排紙完了検出手段による排紙完了を示す排紙信号を、例えば、図のよ
うに排紙信号Ａと排紙信号Ｂの２本とし、信号の内訳を排紙制御部の排紙完了ステータス
で示すことを可能としている。
【００２８】
図２，３において、印刷制御部は、上位装置より印刷要求（ジョブ）を受けるＳ１と、ジ
ョブの排出機構先の目的排紙枚数（Ｓ０ｎ，ｎ＝１～４）の設定と排出機構先の排紙済み
枚数（Ｓｎ）のクリアＳ２を実施する。
【００２９】
例えば、ジョブの排紙先がスタッカ３であれば、スタッカ３の目的排紙枚数カウンタ（Ｓ
０３）の設定と、スタッカ３の排紙済み枚数カウンタ（Ｓ３）をクリアとなる。
【００３０】
さらに印刷制御部２は印刷画像形成を行い、印刷のために搬送指示送出待ち（Ｓ３）とな
り、エラー発生の印刷停止状態（Ｓ４）でなければ、用紙サイズなどの条件に合った給紙
機構および排紙機構の選択および搬送指示（Ｓ５）となる。
【００３１】
搬送制御部は、搬送指示を受ける（Ｓ１３）と搬送指示にて選択された給紙機構より給紙
動作（Ｓ１４）となる。
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【００３２】
給紙動作を開始し、露光開始可能な位置（Ｓ１５）まで用紙を搬送すると、露光開始要求
（Ｓ１６）をし、さらに搬送を進めレジストで停止する。
【００３３】
次に印刷制御部１は、露光開始要求（Ｓ６）を受けると露光を開始し、レジスト搬送指示
（Ｓ７）をする。
【００３４】
搬送制御部２は、レジスト搬送開始指示を受ける（Ｓ１７）と、レジスト搬送開始（Ｓ１
８）となる。
【００３５】
印刷を完了した用紙は、搬送指示にて選択された排紙機構へ搬送し、該当排紙機構の排紙
済を認識すると、適宜、排紙機構に分類された該当排紙機構先の排紙信号と、排紙ステー
タスを印刷制御部に発行する。例えば、排紙機構先がスタッカ３であれば、スタッカ３の
排紙完了を判断する（Ｓ２４）と、スタッカ３が割り付けられた排紙信号Ｂの発行と、ス
タッカ３の排紙ステータスをシリアルラインを使って報告（Ｓ２５）する。
【００３６】
印刷制御装置１は、排紙信号Ａあるいは排紙信号Ｂによる排紙完了の報告があると、排紙
先がどこであるかを排紙ステータスで判断（Ｓ８）し、該当の排紙先の排紙済み枚数カウ
ンタを＋１する（Ｓ９）ことによって、排紙先別に印刷頁の進行管理が可能となる。
【００３７】
よって、搬送路長の長いスタッカ４から、搬送長の短いスタッカ１への切替えを行う場合
、連続的に印刷が可能となる。例えば、スタッカ１への切替えの最初の１枚あるいは複数
毎の排紙完了が、スタッカ４の排紙完了前で紙詰まりが発生した場合、排紙先毎に搬送枚
数を管理しているために印刷制御部１は、再印刷を何頁前より開始するかを容易に判断で
きるので、紙詰まり発生頁より印刷を再開する場合には、先に、排紙完了したスタッカ１
への用紙の重複枚数の数を判断でき、印刷開始前にこれを上位装置あるいは表示装置によ
りオペレータに報告し、用紙の除去を促がすことができる。
【００３８】
また、搬送路の長いスタッカ４への未排出用紙と、搬送路の短いスタッカ１への排紙済み
を除く未排紙の用紙から印刷を再開すれば、重複を無くして印刷を再開することができる
。
【００３９】
また、上記排紙完了の信号は、排紙先毎に備えることなく、排紙信号と排紙ステータスの
併用とすることで、排紙機構数の信号線を必要とせずに、最小の本数とすることができる
。
【００４０】
【発明の効果】
本発明によれば、複数個の排紙機構を備えた印刷装置において、装置の構成を簡便に印刷
装置の印刷頁の進行管理をすることが可能になる。
【００４１】
排紙機構の切り替わり時に搬送路が異なることによる前後用紙の排紙順が入れ替わるなど
のケースにおいては、連続印刷を可能とし、かつ、本動作間隔中に紙詰まりなどが発生し
て停止した場合の再印刷前に、再印刷時の用紙戻り枚数の判断を容易、かつ、正確に行う
ことが可能となる。従って、オペレータの操作性を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を説明するための印刷装置の構成図である。
【図２】本発明を説明するためのフロー図である。
【図３】図２の続きのフロー図である。
【図４】本発明の従来例を説明するための印刷装置の構成図である。
【図５】本発明の従来例を説明するためのフロー図である。
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【図６】図５の続きのフロー図である。
【符号の説明】
１…印刷制御部、２…搬送制御部、３…各種指示のシリアルライン、４…各種報告のシリ
アルライン、５…露光開始要求信号、６…レジスト搬送指示信号、７…ホッパ１、８…ピ
ック１、９…ホッパ２、１０…ピック２、１１…ホッパ３、１２…ピック３、１３…フィ
ード、１４…レジスト、１５…露光開始要求位置、１６…レーザ、１７…転写点、１８…
定着機、１９…スタッカ１、２０…スタッカ２、２１…スタッカ３、２２…スタッカ４、
２３…排紙信号１、２４…排紙信号２、２５…排紙信号３、２６…排紙信号４。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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